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ルクレシア・デ・レオン
――16世紀スペインの夢と政治――

• R・L・ケーガン（立石博高訳）『夢と異端審問――16世紀スペイン
の一女性』（松籟社、1994年）

• 異端審問所史料の活用――ミクロストリアの可能性

1. ルクレシア・デ・レオンの育った環境

2. ルクレシアの成長

3. 夢予言の記録

4. 「目を閉じると、私は目覚める」

5. 異端審問所による裁判

6. ルクレシアをどう理解するか
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○異端審問所史料の活用――ミクロストリアの可能性

• スペイン異端審問所と審問史料

• 1970年代までの異端審問制研究

– 政治・制度史研究

– 魔女の歴史

– 国家の「統制」の道具／民衆文化

• 1980年代からの異端審問研究

– 異端審問制そのものの機能

– 民衆宗教、民衆文化のあり方

– ジェンダー、セクシュアリティー

• ミクロストリアの可能性
– 「権力」――「民衆」の関係の顕在化

※時代状況を伝える立体的歴史像の構成。新たな「歴史叙述」の可能性。
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（１）ルクレシア・デ・レオンの育った環境
• 1567年10月にマドリードで生まれる。

– 父親、アロンソ・フランコ・デ・レオン

• ジェノヴァ人銀行家を顧客とする事務弁護士。バルデペーニャス出身。

– 母親、アナ・オルドニェス

• ラ・モンターニャ出身。 ⇒スペイン地図

– ルクレシアは長女。その後10年の間に、両親はさらに4人の子供をもうける（ア
ナ、マリア、マリア・マグダレナ、アロンソ）。

• サン・セバスティアン教区サン・サルバドール通り（アウグスティノ会
マグダレナ修道院側面入り口の真向かい）
– フェリア公爵夫人所有の建物の1階、「カサス・デ・マリシア」のひとつ。

– マヨール広場の近く。この教区には、さまざまな諸階層が居住。商店主、職人、
役人、貴族、作家（セルバンテス、ロペ・デ・ベガ）、など等。
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– ラ・マグダレーナ修道院（売春婦の改悛）、教区教会
– アントン・マルティン広場（施療院）
– プリンシペ通り（劇場）

• 中流市民の慎ましい生活
• ルクレシアの幼少期についてはあまり分からない。
• 父親の職業のために、さまざまな階層の人々に出会えたであろう。

– ジェノヴァ人銀行家――フェリーペの経済政策への批判

• 父親は仕事で家を空けることが多かった。
– 母親と二人で、あとの4人の子供の世話。

（「夢」のなかの父親批判――十分な稼ぎをもってこない。十分な婚資を出せな
い。）

• 父親は、ルクレシアの夢を公言しないように叱る。
– 異端審問所への惧れ。家族と仕事への差しさわり。

• 母親との関係はより良好。
– 夢のことは、あまり気にせず。
– 聖職者・宮廷人が夢の転写を始めると、ルクレシアにそれを奨励する。

⇒1588年2月、ルクレシアが夢の転写が行なわれるのに気が進まなくなるが、アナ
は懼れることはないと鼓舞する。
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（２）ルクレシアの成長
• 母親アナによる娘の教育――文字が読めない。カトリック信仰の篤

さ。さまざまなマドリード近郊の聖堂・礼拝堂に連れて行く。
– マドリードの地理・風物に詳しいルクレシア

（「夢」のなかに出てくるマドリードのさまざまな光景。マヨール広場の踊り手。ア
トーチャ通りの改悛者。マンサナーレス川で薬草を摘む女性たち、など等）。

• 18・9歳のとき、フェリア公爵夫人の口添えで、フェリーペ王子（のち
のフェリーペ3世）の養育係のドニャ・アナ・デ・メンドーサに仕える。
– 宮廷生活の一端を経験する。（「夢」のなかでの王宮の描写）

– フェリーペ2世への反感――フェリーペは婚資を与えてくれると言ったが、その
約束を守ってくれないという不満。

• ルクレシアの結婚願望
– 他の幻視者（多くは修道女かベアタ〔半俗半僧の平信徒〕だった）とは異なり、

強い結婚願望をもっていた。

– 当時のスペイン女性は早くに結婚した。20歳をすぎてもその可能性がなかった
ことは、彼女にもその両親にも心配事であった。
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– このことは夢にも反映した。

• 〔ある夢〕預言者になりたいかという問いに、「私は結婚したいんです。」と答える。
【邦訳34頁】

• ルクレシアの容姿
– （審問記録）髪は茶色で目は黒、顔色は青白い。

– ファン・エイクの描いたヘントの祭壇飾り画の複製（王室礼拝堂に飾ってあっ
た）

• アナ・オルドニェスの言葉：「まあ、ルクレシア、見てごらん。あの人（イブ）の身体は
なんてあなたに似ているんでしょう、・・・・・・とくに首から下なんか！」

• 「ルクレシア」に関する自分自身の描写と他者の描写
– 無知か狡猾か、純朴か大胆か。

– ディエゴ・デ・ビトーレス（聴罪司祭ルカス・デ・アリェンデ師の書記としてルクレ
シアの夢を記録）との関係(「婚前交渉」)。1590年2月の「約束」、妊娠。1590年
夏の終わりに女子を獄中で出産。

• 〔ある夢〕庶子の母親となる恐れ 【邦訳36頁】
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• スペインの将来に関わる夢をみる若い女性の評判

• 宮廷人の集まりで、自分の夢の内容を語るルクレシア

• 兵隊預言者ピエドロラの夢予言とその信奉者たち【邦訳146-156頁】
– 「1588年の大事件」――そのために「エスペルンサ」の洞窟をつくる。

• ルクレシアへの崇拝【邦訳190-199頁】

– フアン・デ・エレーラの設計した「ソペーニャ」洞窟。

– 「復興の聖十字」信徒会とその肩衣
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• 王権の介入
• 1588年の無敵艦隊敗北以後の王権の弱体化

• カスティーリャ経済の悪化

• 増税による不満

– アントニオ・ペレスの逮捕と、彼のアラゴン
への逃亡（1590年4月）。

– ペレス支持者には、ルクレシアの信奉者
が多かった。その一人が、マドリードのフラ
ンシスコ会修道院院長ルカス・デ・アリェン
デであった。

⇒フェリーペ2世は、異端審問所を利用して

これらの者の抑圧に向かった。
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-ルクレシアの容貌（「ヘントの祭壇飾り画」に似る）
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兵隊預言者ピエドロラ

－ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾋﾟｴﾄﾞﾛﾗ･ﾍﾞｱﾓﾝﾃ、「夢」の予言

→（その仲間）ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｻ、ﾙｶｽ･ﾃﾞ･ｱﾘｪﾝﾃﾞ、ｷﾞﾘｪﾝ･ﾃﾞ･ｶｻｵｽ

「エスペルンサ」の洞窟

1587年、カスティーリャ議会の調査委員会

ﾋﾟｴﾄﾞﾛﾗを告発、宮廷の調査委員会：

異端審問長官ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾃﾞ･ｷﾛｰｶﾞ（ﾄﾚｰﾄﾞ大司教）

国王聴罪司祭ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾁｬﾍﾞｽ

国王施物分配吏ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ﾛｱｲｻ

＊ﾌﾗｲ･ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝの支持

司教代理やその他の者からの非難

→異端審問所による逮捕、1587年9月18日
1588年12月18日のアウト・ダ・フェ、宮廷からの追放刑
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アロンソ・デ・メンドサ ／ルカス・デ・アリェンデ ／ギリェン・デ・カサオス

＜ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｻ＞

－ﾒﾝﾄﾞｻ家

－敬虔な慈善家としてのｱﾛﾝｿ、異端審問所のｶﾘﾌｨｶﾄﾞｰﾙ、精神的不安定、占星術・占い・夢
占いへの関心。

－フェリーペを無慈悲と見る。エスコリアル建設

－教会への税徴収問題 ⇔ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ﾛｱｲｻ

－保守的（！）聖職者ｱﾛﾝｿ

⇔王のﾄﾘｴﾝﾄ公会議の布告（聖職者の教区在住を命令）違反、モリスコ追放の消極的態度

－功名心 ⇔国王秘書官ﾏﾃｵ･ﾊﾞｽｹｽ、ﾛｱｲｻ

＜ﾙｶｽ･ﾃﾞ･ｱﾘｪﾝﾃﾞ＞

－ﾌﾗﾝｼｽｺ会修道院長、そのネットワーク、宮廷の内外。占星術と予言への関心

－フェリーペへの不満。ﾍﾟﾚｽとの親交

＜ｷﾞﾘｪﾝ･ﾃﾞ･ｶｻｵｽ＞

－占星術師、前ユカタン半島総司令官、幻視を経験。ﾙｶｽ･ﾃﾞ･ｱﾘｪﾝﾃﾞを聴罪司祭とする。

－国王は彼の北メキシコ遠征計画を取り上げず。
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ルクレシアの崇拝
－その後(1588年2月の司教代理の尋問後）、ルクレシアは病気になる、

18ヶ月の間は殆ど夢を見ず。

－支持者たちは、「ソペーニャ」建設に着手（ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｴﾚｰﾗの設計、物資
購入）

－無敵艦隊敗北の予言の「現実化」、一連の困難な出来事
→ルクレシアの評判の高まり

－1589年夏以後、「夢」の再開。宮廷名士としてのデビュー

：フェリア公爵夫人（ﾌﾗﾝｼｽｺ会第三会員）のサロン
－ｷﾞﾘｪﾝ･ﾃﾞ･ｶｻｵｽが「復活の聖十字」信徒会を設立（1589年9月19日）

＋その肩衣
→ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾟﾚｽの同調者

－異端審問長官ｷﾛｰｶﾞは、ルクレシアの逮捕を望まなかった。≠自由主
義的人物
ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾟﾚｽを支持 ⇔国王秘書官ﾏﾃｵ･ﾊﾞｽｹｽ、ﾛｱｲｻ、ﾁｬﾍﾞｽ

（1594年、ｷﾛｰｶﾞは陰謀によって失脚、死亡）
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拷問にかけられたアントニオ・ペレスを見舞う家族の図
（19世紀の版画）
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1591年、サラゴーサの暴動
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（３）夢予言の記録

• ルクレシアの夢予言（予言的な夢）は12歳から始まったようである。
– 1580年春、父親アロンソ・フランコにフェリーペ2世の妻アナ・デ・アウストリアの

死を予言したと告げる。アロンソは、ルクレシアにそのような夢を見てはいけない
と叱る。

• 成長とともに、ルクレシアは人々に自分の夢を語るようになり、それが
評判になって人々が集まるようになる。

• 1587年9月、ルクレシアは奇妙な夢を見たと親戚の一人に語る。

– ピエドロラ（夢予言で取り調べ中の人物）と思しき人物が口からコムギとミルクを
吐き出している。

⇒この親戚は、トレード大聖堂参事会員アロンソ・デ・メンドサ（夢予
言に関心をもち、ピエドロラを擁護し、国王に反感を持っていた）に
仕えていた。
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⇒メンドサはルクレシアをマドリードの自分の館に呼び、その夢の

内容を語らせる。そして、メンドサはルカス・デ・アリェンデにルクレ

シアを面会させる。

• メンドサはアリェンデと相談し、その夢が神に由来するかを知るた
めに、筆写することにする。
– メンドサ自身、ルクレシアの家を訪ねて筆記してる。

⇒「その年(1587年）の12月5日、私ことドン・アロンソ・デ・メンドサはこの娘に会
いに行った。それは午前10時頃で、夢を見たかを知り、それを書き取るため

であった。」

⇒ルクレシアは、後の異端審問裁判で、これは彼女にとっては告解であった、と
述べている。そして、メンドサやアリェンデに、こうして夢を語ることが異端審
問との問題を引き起こさないかを尋ねた、とも述べている。
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ルネサンス期スペインの夢の文化

【邦訳59-71頁】

－『オネイロクリティカ』

－市井の夢判断

－「悪魔の夢」

－「神の黙示と幻視」

「ヤコブの夢」（リベーラ作、1639年）
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街頭預言者

【邦訳132-135頁】

－予言の社会的行為。宗教上のもの。世俗的なもの。成就予言。抗
議の予言。

－街頭予言、市井の予言の伝統。コムニダーデス反乱、ヘルマニーア
ス反乱

－1580年代の街頭予言の高まり。王国の経済的・政治的困難。

→ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾃﾞｨｵｽ：王政そのものへの不満の表明

→アントニオ・ペレス問題

→税負担、王国防衛・統治の無能

⇒兵隊預言者ピエドロラとその支持者
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アントニオ・ペレス問題

• 1578年4月、ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｴｽｺﾍﾞﾄﾞの暗殺事件。

• 1585年2月、ﾍﾟﾚｽの逮捕。1586年3月、自宅軟禁。1590年初め、

再逮捕。

• 1590年4月、判決が下される前にサラゴサに逃亡。

• 1590年7月、サラゴサで暴動

• 1591年、ﾍﾟﾚｽは国外へ。

ﾍﾟﾚｽ、ﾒﾝﾄﾞｻ家、ｼﾞｪﾉｳﾞｧ人銀行家グループ、

ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾃﾞ･ｷﾛｰｶﾞ

⇔ﾁｬﾍﾞｽ

※ﾍﾟﾚｽへのマドリード市民の支持、フェリーペへの不満
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夢の記録

＜夢の数＞
• 1587年12月～1588年3月、一ヶ月に30あまりの夢

司教代理による軟禁措置（1588年2月）、病気（1588年3月）
• 1588年5月～（18ヶ月）、低い水準
• 1590年3月～、急速に増える
• 1590年5月、異端審問所による逮捕

＜夢の記録＞
• 「ルクレシアの夢」の記録（1590年5月21日に異端審問所が押収､

ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｻの住居で）
• 全てで415の夢：13冊のノート（1587年12月1日～1590年4月18

日）、その他の夢の記録文書（1587年9月～）
• 複本（「夢の主要事項のアルファベット順一覧表」）＝1587年12月1

日～1590年5月15日
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（４）「目を閉じると、私は目覚める」
－筆記された夢の特徴

・ルクレシアの年代と素性にふさわしいもの
・予言的語彙（ルクレシアはミサや説教を聞いている）
・3人称から1人称へ＝「神の夢」のスタイル
・様々なイメージの混交

＜構造――教訓的な夢＞
－夢における案内人＝指導者、「いつもの人」、「歳とった漁師」（「ライ

オンを連れた人」）、「若い漁師」。夢の解釈者
－スペインの崩壊、国王の無能 （例）1590年3月10日の夢

－外国への訪問
－徴税、聖職者
－「ミゲル」、ルクレシア自身 【邦訳121頁を参照】
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＜スペインの崩壊＞

• 【邦訳116-130頁】

－無敵艦隊の敗北を「予言」

－国内の混乱、モリスコの反乱、モーロ人の侵略

－征服後の再征服、「ソペーニャ」、最後の王国

－フェリーペの大臣たちの腐敗：ｷﾛｰｶﾞ、ﾁｬﾍﾞｽ、ﾛｱｲｻを含む。

－フェリーペ批判

・非情さ

・エル・エスコリアル宮殿の建設と税負担

・ﾄﾞﾝ･ｶﾙﾛｽの死

・西ｺﾞｰﾄ王ﾛﾄﾞﾘｰｺﾞの再来
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無敵艦隊の敗北（1588年8月）
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エル・エスコリアル宮殿兼修道院を眺めるフェリーペ2世
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イサベル・クララ・エウヘニア（フェリーペ2世の娘）
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（５）異端審問所による裁判
－16世紀、女性予言者に対する不利な評価

→『本物と偽物の予言に関する書』（1588年）

－その信憑性⇔女性、宗教的献身、夢の形、扇動的メッセージ
→ﾃﾚｻ･ﾃﾞ･ﾍｽｽの「知的な幻視」

＜司教代理の裁判＞
－1588年2月、国王聴罪司祭ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾁｬﾍﾞｽ（ドミニコ会士）の予備調査

（→ﾊﾞﾙﾄﾛﾒ･ﾃﾞ･ｶﾗﾝｻ逮捕、ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾟﾚｽの逮捕、ﾋﾟｴﾄﾞﾛﾗ攻撃）
－司教代理ﾌｱﾝ･ﾊﾞﾌﾟﾃｨｽﾀ･ﾈﾛｰﾆの調査、2月13日にルクレシアを逮捕、尋問（10日間

の軟禁）
－神学者ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｵﾚﾘｬｰﾅとﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾁｬﾍﾞｽの進言：ルクレシアは単なる扇動者
－ﾌﾗｲ･ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝの報告：「悪魔払い」を勧告
－ﾈﾛｰﾆ自身の報告作成前に調査の中止。

←ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｻの介入、教皇使節への上訴。他方、ｷﾛｰｶﾞへも書簡を送付。
：「神の夢」か「悪魔の夢」かの研究が必要

－ｷﾛｰｶﾞは、ルクレシアの釈放を命じる、但し、修道院への隔離を条件。
⇔ﾁｬﾍﾞｽ

－修道院隔離に対する両親の反対。
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＜ルクレシア崇拝＞の高まり

⇒異端審問所の介入

－1590年4月19日、ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾟﾚｽがマドリードから逃亡

－国王聴罪司祭ﾁｬﾍﾞｽの策動：異端審問所コミサリオの情報収集

－1590年5月8日、異端審問最高会議（スプレマ）の命令、5月18日に再度出される：トレー
ド管区（異端審問）裁判所の異端審問官ﾛﾍﾟ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｻに、ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｻの書類押収
を命じる。

－5月20日夜、「夢の記録」を含めた書類押収。ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｻは異端審問長官ｷﾛｰｶﾞ（ト
レード大司教）と国王に抗議の書簡を送る。ｷﾛｰｶﾞは、ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｻ支援を行わず。

－5月25日、国王は、逮捕を許可。異端審問所による逮捕の実行。

→同日、ルクレシア、ﾙｶｽ･ﾃﾞ･ｱﾘｪﾝﾃﾞ、ﾋﾞﾄｰﾚｽをマドリードで逮捕

翌日、ｷﾞﾘｪﾝ･ﾃﾞ･ｶｻｵｽの逮捕

－5月31日、全ての容疑者は、トレード異端審問所の牢獄につながれる。

－6月4日、トレード異端審問所が公式に取調を開始。
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＜トレード異端審問所での裁判＞

－トレード管区裁判所（トリブナル）：管轄地域、裁判所機構。
取締官(ﾌｧﾐﾘｱﾙ)、1562年にトレード市には70人以上（1596年には38人）
異端審問所、25人前後の官吏：3人の異端審問官(ｵｲﾄﾞｰﾙ)、1人の検察官(ﾌｨｽｶﾙ)、

1人の没収財産担当官、3人の書記官、数人の公証人、数人の助手
看守、警吏、補給係、助手
医者、数人の審査補佐官(ｶﾘﾌｨｶﾄﾞｰﾙ)＝嘱託

異端審問官と検察官の俸給は、聖職禄による。
その他に対しては、年間支出6000ﾄﾞｩｶｰﾄﾞ、没収財産で賄う

（1590年には、経費の3分の2しか賄えず：訴訟件数の推移）

－ルクレシアの裁判の異端審問官：ﾛﾍﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｻ、ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｻﾗﾃ
／もう一人は、ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ｱﾗﾊﾞ

－「信仰裁判」の訴訟手続き：告発(ﾃﾞﾇﾝｼｱ)から判決(ｾﾝﾃﾝｼｱ)まで。

秘密裁判、「インクイシティオ」、「センテンシア・デ・トルメント」、アウト・ダ・フェ
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＃1590年6月4日、ルクレシアのアウディエンシア（事情聴取）

→ルクレシアは、「無学な女性」として振る舞う。

－ｷﾞﾘｪﾝ･ﾃﾞ･ｶｻｵｽ、ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾋﾞﾄｰﾚｽの潔白主張、単なる筆記者

－ｱﾘｪﾝﾃﾞは過ちは好奇心と無知から生まれたと弁明

－ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｻは、逮捕自体の合法性を問う。「レクサシオン（不服申し立て）」を起こ
す。一方で、直接に教皇庁にこの逮捕の不当性を訴える。

→裁判の遅延、1590年7月～1591年9月 ／ﾍﾟﾚｽ事件の処理

－1591年9月、ｽﾌﾟﾚﾏはトレードのﾄﾘﾌﾞﾅﾙに巡察官を送る。ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾊﾟﾁｪｺ（ﾍﾟﾚｽ裁判を担
当）

－ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾊﾟﾁｪｺは、全ての容疑者、官吏、囚人を尋問。牢獄内の通信網を暴く。

更に、異端審問官たちが、ルクレシアとｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｻを厚遇していた事実をつかむ。

→「晩餐」、看守と囚人の親交、ｻﾗﾃとﾛﾍﾟ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｻは、ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｻとたびたび面
会

－3人の異端審問官の停職措置、看守ﾒﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾙﾅ、その他の役人も解任

－囚人からルクレシアについての情報を収集

－1591年11月4日、ﾊﾟﾁｪｺはルクレシアを改めて事情聴取
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－1591年12月7日、ルクレシアを拷問。多くのことを「自白」

－1592年4月、ﾊﾟﾁｪｺはトレードを離れる。

－新たな異端審問官、ｱﾝﾄﾆｵ･ﾓﾚﾎﾝ（やはり、ﾍﾟﾚｽ裁判を担当）。もう一人は、ｶﾞｽﾊﾟﾙ･
ﾃﾞ･ｷﾛｰｶﾞ（異端審問長官の甥）。→二人の裁判官は、ルクレシアに同情を示さず。

－検察官にﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｿﾄｶﾒﾆｮ。

78項目の犯罪リストの作成

「悪魔との契約」（→悪魔的幻視）の罪状を加える。

－審理の続行。告白－抗弁の過程が2年以上続くが、告白を引き出せず。
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マリア・デ・アグレダ尼（1602～55）
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ドニャ・メンシア・デ・セネーテ
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－1595年6月にｽﾌﾟﾚﾏが、異端審問官に指示。

「彼女が夢と呼ぶものが本当に夢であったのかどうか」→虚偽の場合の作意

「それらは悪魔の幻想であったのか」→悪魔との契約の有無

－6月23日、再び拷問室へ。ルクレシアは、全ての仕業をｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｻに帰す。後
で、いくつかの夢は自分のものだと言う。

－6月26日に、ルクレシアに対しての最後の事情聴取。個々の「夢」についての尋問。

－もう一人の異端審問官にﾒｼｱ･ﾃﾞ･ﾗｻﾙﾃ。

－1595年7月14日、異端審問官たちは「ｴﾝ･ﾃﾞｨﾌｪﾚﾝｼｱｽ」で評決。

もう一月の審議の後、「ｱﾌﾞﾌﾗｼｵﾝ･ﾃﾞ･ﾚﾋﾞ」の判決とすることを決める。

スキャンダルを避けるために、ｱｳﾄ･ﾃﾞ･ﾌｪは非公開で、読み上げられる判決文も国
王批判の記述を削除。

→1595年8月20日に実施

：罪状朗読（扇動の罪、神への不敬、虚偽、神聖冒涜、悪魔との契約）

：刑の宣告（鞭打ち100回、首都からの追放、修道院での二年間の閉居）
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－ルクレシアは、一時的にｻﾝ･ﾗｻﾛ施療院に収容される

＊その他の信徒会のメンバーの処置

－ｷﾞﾘｪﾝ･ﾃﾞ･ｶｻｵｽ、1595年10月に病死

－ﾋﾞﾄｰﾚｽ、1595年9月5日に判決：二年間の追放刑。後に故郷のサモーラに戻る。

－ﾙｶｽ･ﾃﾞ･ｱﾘｪﾝﾃﾞ、1596年3月に予審判決：修道院への閉居。後にシウダー・レアル

に。

－ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｻ、裁判所への異議申し立てを続行。1597年9月、最終的にｽﾌﾟﾚﾏは

罪を二年間の閉居と決める。
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（６）ルクレシアをどう理解するか

－ルクレシアのその後。いくつかの可能性。

－ルクレシアの物語をどう捉えるか。

*「社会的に限定された役割」の歴史の一つのエピソード

*ルクレシアの個人的野望や望み

：夢の中の想像世界

（学識ある占星術師、神聖なる予言者、国王の親友、アマゾネスのよ
うな戦士、国家の救済者、女王）

－ルクレシアの「夢」による批判、権威への挑戦

←16世紀スペインの政治的・社会的意識

「夢は夢．．．」
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「騎士の夢」（アントニオ・ペレーダ作、17世紀）
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